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 「男はつらいよ」

追 憶 散 歩

アウトドア遊び

「 kome-kami 」奈良発SDGs
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あの人・時代・風景をたどる 追憶散歩

●奈良満喫 アウトドア遊び Vol.1

●リレー連載 世界遺産 奈良の風景㉓

●奈良色十色 01柿色

●もっと知りたい! 探求のトビラ①

●奈良の端っこを見に行く Vol.04

●奈良発 ＳＤＧｓ
●Biblio 啓林堂書店の外さない本棚
●Timely Journal 奈良・大阪・東京の時事ニュース

表紙に『万葉集』から大伴家持の歌を引きました。秋は

いろいろな花が咲き、一つひとつを見て愛でることがで

きる今日は貴き日です－との意。東京2020オリンピッ

ク・パラリンピックは「多様性と調和」を掲げていまし

た。初句の「秋の花」を例えば人種、国籍、性別、能

力と言い換え、種々あるものに皆が寛容であれば、「今

日の貴さ」と分かち合える世界が見えてくるでしょう。

さて小誌、大半の記事テーマを刷新しました。面影を探

して歩く「追憶散歩」は寅さんで開幕し、体と心を解放

する「アウトドア遊び」はバス釣りの聖地へ。伝統色に

フォーカスする「奈良色」は旬の柿色を紹介します。表

紙も色ごとに染めていく仕掛けです。新装なった小誌。

余情の一句を探し当てていただければ至極会心です。

本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。
QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます
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奈良の観光情報まとめサイト

　近
鉄
奈
良
駅
か
ら
東
向
通
り
を
抜
け
て
南

へ
徒
歩
約
13
分
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
地
元

の
人
か
ら
も
愛
さ
れ
て
い
る
パ
ン
屋
さ
ん
コ

ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ン
。
も
ち
も
ち
し
た
食
感

が
特
徴
の
イ
タ
リ
ア
発
祥
の
パ
ン「
チ
ャ

バ
タ
」や
、
外
側
は
バ
リ
ッ
と
噛
み
ご
た

え
の
あ
る
バ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
ハ
ー
ド
系
の

パ
ン
を
は
じ
め
、
濃
厚
な
オ
ザ
マ
ン
ド
の

甘
い
パ
ン
も
店
内
で
焼
か
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
産
発
酵
バ
タ
ー
を

使
っ
た
タ
ル
ト
や
焼
き
菓
子
、
フ
ラ
ン

ス
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
A
O
P
発
酵

バ
タ
ー
を
使
用
し
た
イ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
メ

ル
や
ソ
ー
ス
、
鎌
倉
の
有
名
店『
ロ
ミ
・

ユ
ニ
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
』の
ジ
ャ
ム
な

ど
の
ス
イ
ー
ツ
も
豊
富
で
す
。

　パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
と
よ
く
合
う
深
煎
り

の
ラ
テ
や
ア
メ
リ
カ
ー
ノ
も
一
緒
に
購
入

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

お店の詳しい情報は
こちらをチェック

CONFECTION
Artisanal Bread&Sweets

コンフェクション

住　所　奈良県奈良市中院町3-1
T E L　0742-55-8426
営業日　08:00～17:30
定休日　水曜（不定休あり）
詳しい情報は右側QRコードから
公式Instagramをご確認ください。

奈良県内の

おいしいお店を
ご紹介

Vol.１

編 集 余 話



　
「
さ
く
ら
、
お
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

ち
ゃ
ん
、
元
気
か
い
。
な
ん
だ
、
博
と

満
男
も
い
た
の
か
」。
そ
ん
な
軽
妙
な

セ
リ
フ
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
映
画
『
男

は
つ
ら
い
よ
』
で
、
寅
さ
ん
が
奈
良
を

歩
い
た
の
は
、
第
１
作
（
１
９
６
９

年
）、
第
27
作
（
１
９
８
１
年
）、
第
39

作
（
１
９
８
７
年
）。
そ
れ
ぞ
れ
奈
良

市
と
斑
鳩
町
、
生
駒
市
、
吉
野
町
が
ロ

ケ
地
に
な
り
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
第
１
作
、
奈
良
の
く
だ

り
は
こ
う
始
ま
り
ま
す
―
。

　
葛
飾
柴
又
の
団
子
屋
「
と
ら
や
」

に
、
興
福
寺
五
重
塔
を
思
わ
せ
る
絵
葉

人生はほろ苦い。
笑いと涙が時々あればいいんじゃないか。
奈良に縁のある人の足跡や作品の舞台を訪ね歩けば、そ
こには感覚的な追体験や懐かしさがあり、今まで知らず
にいた素顔・風物が見えてくるかもしれません。第１回
は車寅次郎（渥美清）。そう、フーテンの寅さんです。

東大寺南大門前。大仏殿から中門を抜け、次のシーン
では浮見堂にいた寅さん一行は、南大門をくぐり、門
前の鹿たちと戯れもしただろう。

寅
さ
ん
は
奈
良
か
ら
始
ま
っ
た

①車寅次郎「男はつらいよ」

1



書
が
届
き
ま
す
。
差
出
人
は
柴
又
帝
釈
天

の
御
前
様
（
住
職
）
の
お
嬢
さ
ん
。
父
と

奈
良
巡
り
を
し
て
い
た
時
に
寅
さ
ん
と

会
っ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
大
寺
二
月
堂
。
観
光
の
外
国
人
夫
婦

か
ら
「H

i,T
ora-san!

」
と
呼
ば
れ
て
、

寅
さ
ん
が
菓
子
パ
ン
を
か
じ
り
な
が
ら
登

場
。
眺
望
に
見
と
れ
る
外
国
人
を
横
目

に
、
「
そ
う
だ
よ
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
。

結
構
、
う
ん
、
結
構
。
結
構
毛
だ
ら
け
猫

灰
だ
ら
け
（
以
降
割
愛
）
」
と
寅
さ
ん
。

二
月
堂
か
ら
の
景
色
に
は
興
味
が
な
さ
そ

う
で
す
。

　
そ
こ
に
偶
然
居
合
わ
せ
た
御
前
様
と
そ

の
娘
冬
子
（
光
本
幸
子
）
に
、
寅
さ
ん
は

「
い
え
ね
、
京
都
で
も
っ
て
バ
イ
（
啖
呵

売
）
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
な
ん
だ
か
、

こ
い
つ
ら
夫
婦
と
仲
良
く
な
っ
ち
ま
い
ま

し
て
ね
」
と
、
京
都
か
ら
奈
良
へ
来
た
こ

と
を
話
し
ま
す
。

　
幼
馴
染
の
冬
子
と
再
会
し
、
ポ
ー
っ
と

の
ぼ
せ
る
寅
さ
ん
。
『
男
は
つ
ら
い
よ
』

シ
リ
ー
ズ
で
定
番
と
な
る
寅
さ
ん
の
ひ
と

目
惚
れ
で
す
。
第
１
作
で
は
妹
さ
く
ら
に

思
い
を
寄
せ
る
、
「
と
ら
や
」
裏
の
共
栄

印
刷
に
勤
め
る
博
に
、

―
そ
の
面
で
女
口
説
け
ん
の
か
？

―
俺
が
ち
ょ
っ
と
教
え
て
や
ろ
う
か
。

―
女
を
つ
か
む
の
は
目
だ
よ
。

―
目
だ
っ
て
も
の
言
う
よ
。

―
な
に
を
で
す
っ
て
、
バ
カ
ヤ
ロ
ウ
！

　
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
だ
よ
！

と
恋
愛
指
南
。
さ
く
ら
と
博
は
結
ば
れ
た

の
に
、
寅
さ
ん
は
失
恋
の
連
続
、
あ
る
い

は
自
ら
身
を
引
い
て
…
。

　
「
い
い
歳
を
し
て
、
お
っ
か
さ
ん
の
面

倒
も
見
ね
え
、
子
ど
も
の
面
倒
も
見
ね

え
。
そ
ん
な
お
粗
末
な
男
に
、
お
め
え
、

な
り
て
え
か
」
（
第
39
作
）

　
天
涯
独
り
身
の
自
分
を
ダ
シ
に
、
寅
さ

ん
に
は
、
わ
ざ
と
別
れ
を
つ
く
っ
た
り
、

突
き
放
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
誰
か
の
幸
せ
の
た
め
に
、
慎
む
、
譲

る
、
黙
る
、
旅
に
出
る
。
風
来
坊
の
美
学

で
し
ょ
う
か
。

どうも御前様、
なかなかスミに置けませんね。
こんなきれいな方とお楽しみで。
それじゃ、私は…。（第１作 東大寺二月堂にて）

東大寺二月堂。寅さんは西を望む舞台の端に、空腹らしく、
花より団子、景色や参拝に関心なさそうに登場。ここで長椅
子に腰かけている御前様と冬子に再会した。

第１作に映る
奈良の名所スポット

　法起寺　斑鳩町を歩く御前様と冬子の背
景に法起寺の三重塔が佇みます。
　法隆寺　御前様が冬子に「ここに立ちな
さい」と記念撮影。右の後ろ脚が不自由な
のか、ひょこひょこと歩く犬も印象的です。
　唐招提寺　金堂、鼓楼、礼堂の一部が見
えるシーン。鼓楼は5月の「うちわまき」
でうちわがまかれるところです。
　東大寺二月堂　修二会（お水取り）が厳
修されるお堂として有名。ここで寅さんと
冬子が再会しました。
　東大寺大仏殿　大仏様はスクリーンに登
場しませんが、きっとお参りをしたはず。
大仏殿から出てきた寅さんがピンクのビ
ニール鹿を冬子に向けておどけるシーンが
微笑ましい。
　蓬莱橋・浮見堂　浮見堂をバックに御前
様と冬子にカメラを向ける寅さん。御前様
が「バタ～」と言って冬子を笑わせる。
「なんですか？」と寅さん。「はいチーズ」
ならぬ「バタ～」の名シーンでした。
　奈良ホテル　玄関に到着したタクシーか
ら3人降車。御前様父娘は泊まるようです
が、寅さんは「ごめんなすって」と去って
いきます。
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寅
さ
ん
（
渥
美
清
）
が
ス
ク
リ
ー
ン
に

生
き
た
１
９
６
９
年
〜
１
９
９
５
年
。
映

画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー
ズ
に
は
、

時
代
と
社
会
が
描
か
れ
ま
し
た
。
奈
良
が

ロ
ケ
地
に
な
っ
た
３
作
の
時
代
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。

　
１
９
６
９
年
（
第
１
作
）、
学
園
闘
争

の
火
は
奈
良
に
も
飛
び
火
し
、
奈
良
教
育

大
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
、
東
大
寺
学
園
高
校

で
安
保
に
反
対
す
る
デ
モ
、
県
立
医
大
全

学
ス
ト
な
ど
が
発
生
。
10
月
に
は
鹿
せ
ん

べ
い
が
10
枚
一
束
20
円
か
ら
30
円
に
値
上

げ
（
現
在
は
２
０
０
円
）。
近
鉄
奈
良
線
地

下
移
設
が
完
了
し
た
の
は
12
月
の
こ
と
で

し
た
。

　
１
９
８
１
年
（
第
27
作
）
は
、
若
草
山

焼
き
が
戦
後
初
の
中
止
に
。
福
井
謙
一
京

大
教
授
（
奈
良
県
生
駒
郡
平
城
村
押
熊
生

ま
れ
）
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
東
大
寺
南
大
門
の
金
剛
力
士
像
の
体
内

か
ら
仏
師
・
快
慶
の
銘
文
が
発
見
さ
れ
た

１
９
８
７
年
（
第
39
作
）。
国
鉄
改
め
Ｊ
Ｒ

が
発
足
し
、
寅
さ
ん
も
Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
奈

良
吉
野
へ
。
母
を
探
す
秀
吉
少
年
と
宿
で

知
り
合
っ
た
隆
子
（
秋
吉
久
美
子
）
と
の

ハ
イ
ラ
イ
ト
シ
ー
ン
は
、
吉
野
町
の
吉
野

川
、
旅
館
、
和
菓
子
屋
、
金
峯
山
寺
、
近

鉄
大
和
上
市
駅
な
ど
で
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
奈
良
を
３
作
で
歩
い
た
寅
さ
ん
。
第
27

作
で
ふ
み
（
松
坂
慶
子
）
に
「
（
と
ら
や

は
）
い
つ
頃
建
て
た
ん
？
」
と
聞
か
れ
、

「
奈
良
時
代
か
な
」
と
惚
け
る
と
こ
ろ
は

ツ
ッ
コ
ミ
ど
こ
ろ
。
願
わ
く
は
、
奈
良
で

も
、
ど
こ
か
の
祭
事
や
初
詣
で
、
得
意
の

売
り
口
上
を
小
気
味
よ
く
披
露
し
て
ほ
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
閉
塞
感
や
不

寛
容
な
ど
に
覆
わ
れ
た
２
０
２
０
年
代
。

思
い
通
り
に
い
か
な
い
と
愚
痴
を
こ
ぼ
す

人
や
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
も
多
い
時

代
に
、
寅
さ
ん
な
ら
ど
ん
な
セ
リ
フ
を
ぶ

つ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
風
の
や
つ
が
東
か
ら
西
へ
吹
い
て
い

ま
す
ん
で
ね
、
西
へ
行
き
ま
す
か
」（
第
42

作
）。
〝
風
天
渡
世
人
〞
は
、
が
ん
じ
が
ら

め
を
笑
い
、
ま
た
来
る
か
ら
よ
と
背
中
を

向
け
て
、
自
由
自
在
に
ど
こ
か
へ
行
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。

1［第１作］蓬莱橋から浮見堂を背景
に、寅さんが御前様と冬子の写真を
撮影。御前様の伝説的なギャグ「バ
タァァァ」はここで生まれた。
2［第１作］奈良見物を満喫した寅さ
ん。奈良ホテルで御前様父娘と別れ
た後、荒池越しに奈良ホテルを未練
気に振り返った。現在は木々が育
ち、荒池越しに奈良ホテルの全容は
見えない。
3［第27作］ヒロイン役の松坂慶子と
宝山寺参道の階段をのぼる。「俺の
故郷にだってこういう寺あるよ。帝
釈天て言うんだ。その参道にずーっ
と店が並んでてよ。団子屋が並んで
んだ。そのなかの一番古い団子屋が
俺の家だ」。故郷の話を女性にする男
の心理、おわかりですか？
4［第39作］母を探す少年を連れて各
地を巡るロードムービーの本作。流
れ流れて奈良吉野にも。予告編のタ
イトルバックには、吉野川が使われ
ました。

人
間
は
ね
、
理
屈
じ
ゃ

　
　
　
　
　
動
か
な
い
ん
だ
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
（
第
１
作  

さ
く
ら
に
思
い
を
寄
せ
る
博
に
ひ
と
言
）

奈良の観光情報まとめサイトNARABURA

『「男はつらいよ」の日』等紹介ページ
https://kspkk.co.jp/column/7282/

寅
さ
ん
と
奈
良
３
作
の
時
代

■1

■2

■3

■4

①車寅次郎「男はつらいよ」
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豊かな自然に囲まれた奈良県には数多
くのアウトドアスポットがあります。
第１回は奈良市内から車で約3時間、下
北山村、上北山村に位置するバス
フィッシングの聖地、池原ダムを特集
します。

4

アウトドア遊び

池原ダム
MAP

下北山村

169

169

169

425

425

道の駅
吉野路上北山

坂本貯水池

現在土砂崩れの為
通行止め

白川発電所
放水口

×

至 尾鷲市▶

至 熊野市▼

◀至 十津川村

至 川上村▲

下北山スポーツ公園
「下北山温泉 きなりの湯」 トボトスロープ

釣り禁止エリア

前鬼筋 白川筋 坂本筋

備後筋

池
原
ダ
ム

バ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

▲photo：坂本筋中流域にある大きな滝。ボートならすぐ近くまで行くこともできる。
他にも多くの滝があり、釣りだけでなく天然のマイナスイオンを浴び、都会では味わえ
ない癒しがある。また滝や流れ込みには小魚が集まりやすく、絶好のポイントでもある。

★

Vol.1

上北山村



雄大で美しい大自然のなかで
釣りができる最高の贅沢！

　
池
原
ダ
ム
は
国
内
最
大
総
貯
水
容
量
を
誇

り
、
そ
の
豊
か
な
水
に
よ
っ
て
、
大
型
の
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
が
生
息
す
る
こ
と
で
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
60
セ
ン
チ
オ
ー
バ
ー
の

大
型
バ
ス
が
数
多
く
釣
れ
る
こ
と
か
ら
、
バ

ス
ア
ン
グ
ラ
ー
な
ら
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い

フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

　
池
原
ダ
ム
で
は
陸
か
ら
の
釣
り
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
釣
り
を
楽
し
む
た
め
に

は
ボ
ー
ト
が
必
須
と
な
り
ま
す
。
船
舶
免

許
の
有
無
や
ボ
ー
ト
の
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
、
レ
ン
タ
ル
ボ
ー
ト
店
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
今
回
利
用
し
た
レ
ン
タ
ル
ボ
ー

ト
店
は
ダ
ム
サ
イ
ド
付
近
に
位
置
す
る
ト

ボ
ト
・
ス
ロ
ー
プ
さ
ん
で
す
。
こ
こ
は
マ

イ
ボ
ー
ト
も
昇
降
可
能
で
、
池
原
ダ
ム
で

唯
一
、
大
型
の
バ
ス
ボ
ー
ト
で

も
下
せ
る
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま

す
。

　
船
舶
免
許
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
、
ボ
ー
ト
の
全
長
が
3
ｍ

未
満
で
船
外
機
の
出
力
が
2
馬

力
以
下
で
組
み
合
わ
せ
た
ボ
ー

ト
で
あ
れ
ば
操
船
す
る
事
が
可

能
で
す
。
大
人
２
〜
３
名
ま
で

乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は「
特
定
外
来

生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る

被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」に

よ
り
他
の
ダ
ム
湖
や
河
川
か
ら

の
持
ち
込
み
、
生
体
の
持
ち
帰

り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ

リ
ー
ス
を
禁
止
し
て
い
る
所
も
あ
り

ま
す
が
、
池
原
で
は
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ

リ
ー
ス
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
ル
ア
ー（
疑
似
餌
）

で
釣
る
の
が
最
も
楽
し
め
る
で
し
ょ

う
。
沢
山
の
種
類
の
中
か
ら
ル
ア
ー
を

選
び
ま
す
。
水
面
を
逃
げ
る
魚
よ
う
に

泳
が
せ
た
り
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
ル
ア
ー

で
小
魚
が
暴
れ
て
い
る
よ
う
に
演
出
し

た
り
、
音
や
臭
い
の
付
い
た
ル
ア
ー
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
釣
る
場
所
も
重
要
で

す
。
そ
の
時
の
気
候
や
水
温
・
水
質
な

ど
を
考
え
、
ど
こ
に
魚
が
い
る
か
戦
略

を
立
て
ま
す
。
自
分
が
思
い
描
い
た
場

所
・
ル
ア
ー
で
釣
れ
た
時
の
感
動
は
計

り
知
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に
大
型
に

な
る
と
引
き
の
強
さ
は
想
像
を
超
え
ま

す
。
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
、
水
中
の
障

害
物
に
糸
を
絡
ま
せ
逃
げ
よ
う
と
必

死
に
バ
ス
も
抵
抗
し
ま
す
。
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
ゲ
ー
ム
性
の
高
さ
が

魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
池
原
ダ
ム
の
ア
ー
チ
の
ふ
も
と
に

は
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が
広
が
り

ま
す
。
そ
こ
に
は
日
帰
り
温
泉
と
し

て
人
気
の
高
い
下
北
山
温
泉
「
き
な

り
の
湯
」
が
あ
り
ま
す
。
遅
く
ま
で

営
業
さ
れ
て
い
る
の
で
釣
り
を
終
え

て
か
ら
疲
れ
た
体
を
す
ぐ
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
き
な
り
の
湯
の
施
設
内
に

は
食
事
処
や
休
憩
場
所
、
お
土
産

コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
の
で
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5

取材時に釣り上げられた60センチのモンスターバス。連日大型のバスが釣りあげられ
SNSなどで報告されている。上北山村、下北山村には民宿やキャンプ場など宿泊施設
が充実しているので、全国からアングラーが絶えず訪れています。

池原ダムは1964年に完成した高さ110メートルのアーチ式ダムとして国内最大総貯水容量と
湛水面積を誇る。 2005年にはダム湖百選にも選ばれている。

実しているので、全国からアングラーが絶えず訪れています。

デカッ
！

20～30セ
ンチの

バスはよ
くつれま

す！20～30セ
ンチの

バスはよ
くつれま

す！

ライフジャケットは必ず着用しよう！

ライフジャケットは必ず着用しよう！

初バス

ゲットだぜ！
初バス

ゲットだぜ！

池
原
ダ
ム
で

釣
る
た
め
の
ル
ー
ル

釣
り
の
後
は
温
泉
で

疲
れ
を
癒
す

ゲ
ー
ム
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

の
醍
醐
味
を
味
わ
う

トボト・スロープ
奈良県吉野郡下北山村上池原小川原880
TEL：07468-5-2524
URL：http://www.toboto.or.jp/
料金:レンタルボート：免許不要艇7,000円(11～３月6,500円)から
 マイボート昇降：
 ・スタッフによる昇降：平日3,000円(土日祝3,500円）
 ・ご自身で昇降：平日2,500円(土日祝3,000円） 
駐車料金：マイボート、レンタルボート各一艇につき車１台は無料。
 　　  以降１台ごとに1,000円徴収
営業時間：受付5:00(出船5:15)～17:30 帰着
※シーズンにより営業時間は異なります。　休業日：不定休

下北山温泉きなりの湯
奈良県吉野郡下北山村上池原（下北山スポーツ公園内）
TEL：07468-5-2001
URL：https://kinarinosato.net/archives/1230
料金:一般大人 650円（中学生以上） 一般小人 350円（3歳以上）
駐車料金：無料
営業時間：平　日:15:00～20:45（最終受付20:15）
　　　　　土日祝:11:00～20:45（最終受付20:15）
　　　　　※営業時間は季節により変わる事がございます。
　　　　　　電話にてご確認のうえご利用ください。
休業日：毎週火曜日
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地
名
の
由
来
を
調
べ
て
み
る
と
、
い

く
つ
か
の
「
諸
説
」
が
出
て
来
る
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
諸
説
を
見
る
の
は
、
と

て
も
楽
し
い
。

　
こ
こ
で
は
「
ア
ス
カ
」（
飛
鳥
・
明
日

香
）
の
由
来
に
触
れ
て
み
よ
う
。
い
ま
、

『
日
本
語
語
源
大
辞
典
』（
小
学
館

2
0
0
5
）
を
引
く
と
、
諸
文
献
か
ら

３
種
の
語
源
説
が
挙
が
っ
て
い
る
。〈
　
〉

で
書
か
れ
て
い
る
の
が
そ
の
説
を
実
際

に
述
べ
て
い
る
文
献
の
名
前
と
そ
の
著

者
名
で
あ
る
。

　
①
ス
カ
は
シ
キ
（
磯
城
）。
キ
（
城
）

は
柵
壁
そ
の
他
の
防
備
物
で
四
辺
を

取
囲
ん
だ
一
郭
の
地
を
い
う
古
語
。

満
鮮
語
に
も
シ
キ
と
い
う
同
語
あ

り
。〈
日
朝
同
祖
論
＝
金
沢
庄
三
郎
〉

　
②
ア
は
接
頭
語
、
ス
カ
は
ス
カ
（
住

処
）。
住
処
は
集
落
の
意
で
、
そ
こ

か
ら
転
じ
て
地
名
と
な
っ
た
。
特
に

大
和
の
ト
ブ
ト
リ
（
飛
鳥
）
郷
の
ア

ス
カ
は
し
ば
し
ば
皇
居
の
地
と
な
っ

た
た
め
に
有
名
で
、
飛
鳥
と
か
い
て

ア
ス
カ
と
訓
む
よ
う
に
な
っ
た
〈
日

本
古
語
大
辞
典
＝
松
岡
静
雄
〉

　
③
ア
と
仰
ぎ
見
れ
ば
ス
カ
ス
カ
と
羽

音
の
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
飛
鳥
を
ア

ス
カ
と
云
う
〈
本
朝
辞
源
＝
宇
田
甘

冥
〉

　
①
は
、
ア
ス
カ
の
「
ス
カ
」
は
「
シ

キ
」
か
ら
転
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
。
そ
れ
ら
し
く
見
え
る
け
れ
ど
、

専
門
的
な
見
地
か
ら
は
、
ち
ょ
っ
と
強

引
だ
。
こ
の
説
は
、
書
名
か
ら
も
わ
か

る
通
り
、
日
本
語
と
朝
鮮
語
（
韓
国
語
）

が
同
源
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
す

る
な
か
で
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
日

本
語
と
韓
国
語
が
同
源
で
あ
る
こ
と
は

今
で
は
言
語
学
的
に
否
定
さ
れ
て
い
る

け
れ
ど
、
同
源
と
主
張
す
る
こ
と
へ
の

強
い
意
志
を
感
じ
る
。

　
②
も
な
ん
だ
か
そ
れ
ら
し
い
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
怪
し
い
。「
ア
」
を
接
頭
語
と

す
る
説
は
外
に
も
見
る
こ
と
が
あ
る
け

れ
ど
、
実
在
が
疑
わ
し
い
。
そ
も
そ
も

「
ト
ブ
ト
リ
郷
」
っ
て
な
ん
だ
か
わ
か
ら

な
い
。

　
③
は
、「
ア
！
」
と
見
て
み
た
ら
「
ス

カ
ス
カ
〜
」
と
鳥
が
飛
ん
で
い
く
の
だ

と
い
う
。
こ
れ
は
よ
く
考
え
た
ら
漢
字

表
記
の
説
明
で
あ
っ
て
、
地
名
の
由
来

は
ど
こ
へ
や
ら
、
と
い
う
気
も
す
る
。

で
も
、
こ
の
説
が
描
く
情
景
は
な
ん
だ

か
微
笑
ま
し
い
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
に
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趣
の
似
た
説
が
鎌
倉
時
代
の
語
源
辞
典

で
あ
る
『
名
語
記
』
に
あ
る
。

　
問
　
飛
鳥
ト

カ
キ
テ
　
ア
ス
カ
ト

ヨ
メ

リ
如
何
。
答
。
サ
タ
メ
テ
ユ
ヘ
侍
ル
ラ

ム
。
イ
マ
ダ
存
知
セ
ザ
ル
モ
ノ
也
。
但

シ
。
ア
ラ
サ
ル
カ
ナ
ノ
反
歟
。
荒
去
哉

也
。
鳥
ノ
ア
ラ
ク
テ
ト
ヒ
サ
ル
ヲ
心
ト
セ

ル
義
也
。
又
云
ア
マ
サ
ル
カ
ナ
ノ

反
。

天
去
哉
也
。

『
名
語
記
』
巻
８

　
こ
こ
で
は
、「
飛
鳥
」
と
書
い
て
「
ア

ス
カ
」
と
す
る
の
は
何
故
？
と
い
う
問

い
に
対
し
て
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い

い
な
が
ら
、「
荒
去
か
な
」
と
か
「
天
去

か
な
」
の
略
だ
と
す
る
。
ど
ち
ら
も
鳥

が
飛
び
去
る
様
子
に
対
し
て
、「
か
な
」

と
い
っ
た
抒
情
的
な
表
現
を
持
っ
て
く

る
あ
た
り
が
、
今
風
に
言
え
ば
、
エ
モ

い
。

　
と
こ
ろ
で
、「
ア
ス
カ
」
は
「
明
日
香
」

と
書
い
た
り
「
飛
鳥
」
と
書
い
た
り
す

る
。
こ
の
漢
字
表
記
は
ど
ち
ら
も
後
付
け

で
あ
る
。
特
に
読
み
方
が
よ
く
分
か
ら
な

い
「
飛
鳥
」
の
表
記
は
、
和
歌
に
「
ア
ス

カ
」
と
読
み
込
む
際
の
、
枕
詞
が
「
飛
ぶ

鳥
」
で
あ
っ
た
の
に
因
ん
で
こ
の
字
を
当

て
た
ら
し
い
。
な
か
な
か
セ
ン
ス
の
い
い

当
て
字
だ
け
れ
ど
、
後
世
の
人
か
ら
す
れ

ば
、
か
な
り
の
謎
で
あ
る
。②
③
や
『
名

語
記
』
の
由
来
説
は
、
こ
の
謎
を
な
ん
と

か
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
諸

説
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
、
大
抵
こ
の
よ

う
な
謎
が
あ
る
。

　
と
、
こ
の
よ
う
に
「
ア
ス
カ
」
の
由

来
に
ま
つ
わ
る
「
諸
説
」
を
挙
げ
て
み

た
。
由
来
を
楽
し
む
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

ど
れ
が
正
し
い
か
、
正
し
く
な
い
か
と

い
う
こ
と
は
大
し
た
問
題
で
は
な
い
。

大
事
な
の
は
、
昔
か
ら
多
く
の
人
た
ち

が
、
こ
の
地
名
の
由
来
に
考
え
を
巡
ら

せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　
こ
の
地
を
異
国
と
結
び
つ
け
た
り
、

鳥
が
去
っ
て
い
く
情
景
を
描
い
た
り
、

地
名
に
対
す
る
由
来
説
の
多
く
に
は
、

何
か
し
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
地
名
の
由
来
を
尋
ね
て
み
る

と
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
心
の
中
に
あ

る
ス
ト
ー
リ
ー
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
を
誤
説
と
断
じ
る
の
は
簡

単
だ
け
れ
ど
、
無
粋
だ
。
地
名
を
巡
る

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
人
々
と
、
そ
の
土
地

と
の
間
に
確
か
に
存
在
す
る
関
係
性
そ

の
も
の
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
、
楽
し

く
親
し
む
べ
き
も
の
な
の
だ
と
思
う
。

山田 昇平
［やまだ しょうへい］
鳥取県湯梨浜町生まれ。信州大学人
文学部文化コミュニケーション学科卒
業。信州大学大学院人文科学研究科
（文化表現論専攻）修士課程修了。
大阪大学大学院文学研究科（言語文
化専攻）博士後期課程修了。博士（文
学）。関西各地での非常勤講師を経
て、2019 年より奈良大学講師。専
門は日本語史。特にキリシタン文献を
主資料とした音韻史研究。著書に『奈
良の文学とことば』（共著）。

明日香村の棚田風景明日香村の棚田風景

あ
ら
さ
る

あ
ま
さ
る



柿色の代表的な近似色
に、『魏志倭人伝』に「そ
の山には丹（朱）あり」
と記された朱色■、
『万葉集』に収められた
額田王や柿本人麻呂の
歌に「あかねさす」と詠
まれた茜色■、『日
本書紀』に「朱花」と記
された朱華色■、ダ
イダイの果実の色を表
す橙色■がありま
す。また、「柿」がつく日
本伝統色には、洗柿、薄
柿色、黒柿色、洒落柿、
照柿色、紅柿色があり
ます。（参考文献：『日本
の色辞典』吉岡幸雄）

　
秋
、
奈
良
五
條
西
吉
野
の
山
々
は
柿

色
に
染
ま
り
ま
す
。
山
並
み
に
沿
っ
て

鮮
や
か
な
色
が
波
打
ち
、
所
に
よ
っ
て

は
全
山
が
柿
の
発
色
に
包
ま
れ
ま
す
。

　「
柿
色
」
は
熟
し
た
柿
の
実
の
色
を
指

し
ま
す
。
赤
に
黄
味
が
滲
み
込
ん
だ
よ
う

な
色
で
、
江
戸
時
代
に
柿
右
衛
門
が
た
ど

り
着
い
た
そ
れ
は
唯
一
無
二
の
究
極
で

す
。
一
方
、
柿
渋
染
で
表
さ
れ
る
色
は
茶

系
色
。
歌
舞
伎
界
で
使
わ
れ
る
「
柿
色
」

も
茶
系
色
で
、
代
々
の
市
川
團
十
郎
が
好

ん
だ
こ
と
か
ら
、「
団
十
郎
茶
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
奈
良
と
柿
の
歴
史
は
古
く
、
奈
良
時

代
の
柿
は
す
べ
て
渋
柿
で
し
た
が
、
人
々

は
熟
柿
や
干
し
柿
に
し
て
、
果
実
の
甘

さ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
屈
指

の
柿
生
産
地
で
あ
る
五
條
市
西
吉
野
エ

リ
ア
で
柿
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
大
正

時
代
。
樹
園
地
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
始

め
た
の
は
１
９
６
０
年
代
で
、
道
路
沿

い
の
直
売
所
で
富
有
柿
を
買
っ
た
際
、

生
産
農
家
が
「
元
々
は
柑
橘
を
や
ろ
う

と
し
た
そ
う
で
す
が
、
山
の
形
状
や
日

当
た
り
が
柿
に
適
し
て
い
た
よ
う
で
す
」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
艶
っ
ぽ
く
あ
り
な
が
ら
、
つ
つ
ま
し

く
、
淑
や
か
な
気
品
を
ま
と
う
柿
色
。

染
ま
っ
た
葉
は
ツ
マ
や
葉
器
と
し
て
料

亭
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
。
季
節
が
移
り

替
わ
る
紅
葉
期
、
五
條
西
吉
野
に
は
柿

色
の
絢
爛
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

柿の色と形をした柿博物館（入館無料）は、柿の情報満載の施設。 柿の
季節には約200種もの柿の実が展示されます。（℡0747－24－0061）

1柿本来の蜜を引き出し
た干し柿「蜜珠柿」

2富有柿のスライス＆ド
ライ「柿日和」

3干した法蓮坊柿に渋皮
栗あん入り「郷愁の柿」

4サイコロ切の柿がごろご
ろと入った「柿バター」

　石井物産株式会社
　「柿の専門JR奈良店」
　https://a-kaki.com/

艶
っ
ぽ
く
、淑
や
か
に
、柿
色
の
絶
景

柿　色

柿の紅葉も絶景なり。室町時代には紅葉した柿の葉に恋歌を書き、
水に浮かべる風流な恋のやりとりがありました。
柿の紅葉も絶景なり。室町時代には紅葉した柿の葉に恋歌を書き、
水に浮かべる風流な恋のやりとりがありました。

1

2

34

01 柿 色

色色色
奈良の歴史・文化・風景とつながる
日本の伝統　　を紹介します。

色図鑑

はねず

だいだい

「柿の専門」で柿色を味わう

五條市西吉野町
柿の“殿堂”

01 柿 色

奈良奈 の歴史・文化・風景とつながる

奈良色十色
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奈
良
県
明
日
香
村
の
田
園
風
景
の
中
に
、
本
堂
と
観

音
堂
、
鐘
楼
と
い
う
慎
ま
し
い
佇
ま
い
の
お
寺
が
あ
り

ま
す
。
元
々
は
壮
大
な
高
句
麗
様
式
の
伽
藍
配
置
を
備

え
た
日
本
の
仏
教
の
中
心
地
で
最
初
の
本
格
寺
院
、
創

建
時
は
法
興
寺
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
飛
鳥
寺
で
す
。

　
６
世
紀
の
仏
教
伝
来
の
際
、
廃
仏
派
の
物
部
氏
と
崇

仏
派
の
蘇
我
氏
の
間
で
争
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
勝
利
し

た
蘇
我
氏
の
氏
寺
と
し
て
飛
鳥
寺
は
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
蘇
我
氏
と
協
力
関
係
に
あ
っ
た
聖
徳
太
子
は
飛
鳥

寺
を
拠
点
に
仏
教
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
、
今
も
本

堂
に
は
聖
徳
太
子
孝
養
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
御
遠
忌
１

４
０
０
年
を
迎
え
た
今
、
再
び
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
本
尊
の
釈
迦
如
来
像
も
ま
た
日
本
最
古
の
仏
像
と
し

て
、
飛
鳥
大
仏
の
通
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
飛
鳥

大
仏
は
渡
来
系
の
仏
師
鞍
作
止
利（
※
3
）
に
よ
っ
て
制
作
さ

れ
た
如
来
像（
※
1
）
で
、
完
成
当
時
は
黄
金
色
に
輝
い
て
い

ま
し
た
が
、
火
災
等
で
そ
の
大
部
分
は
失
わ
れ
ま
し

た
。
長
い
間
、
顔
の
上
半
分
と
右
手
の
指
三
本
の
み
が
当

時
の
も
の
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
調
査
で
は

も
っ
と
多
く
の
部
位
が
当
時
の
お
姿
を
留
め
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飛
鳥
大
仏
は
よ
く
見
る
と
、
ま
っ
す
ぐ
南
を
向
い
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
わ
ず
か
に
西
を
向
い
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
お
寺
の
方
に
話
を
聞
く
と
、
そ
の

方
角
に
聖
徳
太
子
の
生
誕
地
が
あ
る
の
で
そ
ち
ら
に
顔

を
む
け
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
仰
り
ま
す
。

もっと知りたい!

Tankyu  no  Tob i r a

① 飛鳥寺

奈良県高市郡明日香村飛鳥682

TEL0744-54-2126
9：00～17：30
（10月は～3月は17：00まで）

受付終了は各15分前
●拝観料
　大人・大学生 350円
　高校生・中学生 250円
　小学生 200円

飛鳥寺

※１ 仏像の種類：仏陀の姿を模したといわれる仏像も、仏
教の広がりとともにその種類が増え「如来・菩薩・明王・
天」などに分かれています。釈迦如来像である飛鳥大仏は、
その中でも最高位に位置する「如来」に当たります。

※3 仏師 鞍作止利（くらつくりのとり）：飛鳥大仏を手
掛けた渡来系技術者の一人。飛鳥時代を代表する仏
師で、アルカイックスマイルなど、飛鳥大仏に見られる
大陸風の特徴は「止利様式」と呼ばれています。

※２ 内陣と外陣の成立：奈良時代までは、堂内は仏
の世界ということで、人が立ち入る場所ではありませ
んでした。そのため法会は前庭に礼拝石と呼ばれる
石をおいて、堂外で修められたと考えられています。

❖ 

日
本
最
古
の
仏
教
寺
院「
飛
鳥
寺
」と「
飛
鳥
大
仏
」」

最
古
の
お
寺
に
学
ぶ

　
　仏
様
の
お
部
屋

知
っ
て
い
る
よ
う
で

意
外
と
知
ら
な
い

様々なジャンルの現場
を訪ねその道のことを
もっと深く学びたい！
第１回は仏教伝来の地
奈良から、日本最古の
仏教寺院を訪ねます！

通称「飛鳥大仏」として知られる飛鳥寺の本尊 釈迦如来像（重要文化財）です。
アルカイックスマイルの口元や、銀杏形の目など、大陸風の様式を色濃く伝える
飛鳥時代の仏像の特徴を備えており、日本最古のの仏像といわれています。

この仏様は
どんな仏様？

●❶
●❷

●❻

●❼

●❽ ●❾

●❸

●❹

●❺

本堂には内陣と外陣というふたつ
のスペースがあり、仏像を安置す
るのが内陣、参拝者が入れる所を
外陣といいます。（※２）❼天蓋：仏様
や僧侶の上にかざす笠状の装飾具。 
❽供えもの：本尊の前に灯明、花、お
香などを飾る器具があります。 ❾須
弥壇：荘重を求めて設けられた
壇。中央に本尊が安置されます。

てんがい

しゅ

み だん

❶肉髻：頭頂部にある椀状の肉の盛り上がり。髻の表現
が変化したもの。❷螺髪：「螺」とは、巻貝のことで、髪を
束ねて巻き貝の形状にした髪型。❸白毫：額に生えた右巻
きの白い毛。伸ばすと1丈5尺（約 4.5ｍ）あるとされて
います。 ❹三道：首に刻まれた３本の皺。如来だけではな
く菩薩にもあります。❺印相：仏様が両手の指で表すさま
ざまなかたちを印といいます。（右手は恐れを除く施無畏
印・左手は望むものを与える与願印）。 ❻法衣：布を縫い
合わせた衣。インドの修行者の衣の形。

にくけい もとどり

ら ほつ

びゃくごう

さんどう

いんそう

ほう え

せ む い

よ がん

9

仏様は
どんなお姿を
しているの？
（如来の場合 ※１）

仏様の
周囲は

どうなって
いるの？



マップの入手方法

お
お  

だ
い  

が   

は
ら

04
Vol.

　
奈
良
県
と
三
重
県
の
県
境
に
あ
る
日

出
ヶ
岳
を
頂
点
と
す
る
大
台
ヶ
原
。
晴
れ

た
日
は
雨
の
日
と
は
違
い
、
遠
く
の
山
ま

で
見
渡
せ
る
透
き
通
っ
た
景
色
が
堪
能
で

き
ま
す
。
正
木
ヶ
原
は
背
景
の
青
空
と
白

く
枯
れ
た
木
の
光
景
が
と
て
も
綺
麗
で

す
。
大
台
ヶ
原
一
帯
は
平
地
と
比
べ
約
10

度
近
く
気
温
が
低
い
た
め
夏
の
晴
れ
た

日
で
も
景
色
、
清
ん
だ
空
気
、
周
囲
一
帯

枯
れ
木
し
か
な
い
空
間
が
解
放
感
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
大
蛇
嵓
は
写
真
で
も
わ
か
る
通
り
晴
れ
た

日
が
一
番
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
雨
の
日
は
真
っ

白
で
何
も
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
晴
れ
る

と
あ
た
り
一
面
山
々

で
囲
ま
れ
た
景
色
が

見
渡
せ
ま
す
。
雨

の
日
と
違
っ
て
高

度
感
も
味
わ
え
ま

す
の
で
、
高
所
が

苦
手
な
方
は
岩

の
先
端
ま
で
行

く
こ
と
は
難
易

度
が
非
常
に
高

そ
う
で
す
。

原
生
の
自
然
と

　
　
　多
雨
湿
潤
の
森
へ

だ
い 

じ
ゃ 

ぐ
ら

東大台ヶ原完全クリアコース 日出ヶ岳・大蛇嵓コース R169号↑
日出ヶ岳
（△1695）

（△1659）
正木峠

正木ヶ原

尾鷲辻

大台ヶ原
ビジターセンター

元木谷

ヒバリ谷

■P
県道40号線

シオカラ谷

牛石ヶ原
大蛇嵓

山の家

シオカラ吊り橋

吉野熊野国立公園大台ヶ原地区　
パークボランティアの会

●❶●❶

●❷●❷

●❸●❸

●❹●❹

●❺●❺

●❻●❻

●❼

●❽

●❼

●❽

大蛇嵓からの眺望

大
蛇
嵓

吉野熊野国立公園
大台ヶ原ビジターセンター
奈良県吉野郡上北山村小橡660-1
TEL：07468-3-0312
受付で１部100円（税込）で販売されて
います。

東大台ヶ原をすべて歩いてみ
たいという体力自慢の方にオ
ススメの完全踏破コース！！

●所要時間／
　約３時間30分～４時間
●総距離／8.4km

みごたえ充分の大蛇嵓、日
出ヶ岳、２つのビューポイント
を押さえたコース！！

●所要時間／
　約３時間30分～４時間
●総距離／8.8km
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大台ヶ原とは
標高1,695mの日出ヶ岳を最高峰とする奈良県と三重県の境。

日本一雨が多い地域として知られています。

【入山において禁止されている事項】

【登山集中期】
春期：４月下旬～６月上旬
夏期：８月上旬～８月中旬
秋期：９月下旬～11月上旬

※毎年１１月下旬～４月下旬は大台ヶ原ドライブウェイが閉鎖されています。

　
大
台
ヶ
原
は
景
色
が
美
し
く
年
間
を
通

し
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
日
本
百
景
に

選
ば
れ
た
地
域
で
す
。
ま
た
、
大
台
ヶ
原

は
屋
久
島
と
並
ぶ
日
本
一
の
多
雨
地
帯
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
が
訪
れ
た

日
は
天
候
が
悪
い
日
で
し
た
が
、
雨
で
も

美
し
い
情
景
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
正
木
ヶ
原
は
天
候
が
悪
い
こ
と
に

よ
り
晴
れ
た
日
と
は
違
い
、
枯
れ
木
が
天

候
と
相
ま
っ
て
神
秘
的
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
足
場
も
整
っ
て
お
り
、
あ
た
り
一
面

を
見
て
堪
能
し
な
が
ら
歩
け
ま
す
。
ち
な

み
に
正
木
ヶ
原
は
夜
に
天
の
川
や
星
空
が

綺
麗
に
見
え
る
場
所
の
よ
う
で
す
。

　
日
出
ヶ
岳
山
上
の
展
望
台
か
ら
は
晴
れ

た
日
に
東
側
を
見
渡
す
と
右
に
熊
野
灘

（
三
重
県
〜
和
歌
山
県
）、
左
に
乗
鞍

岳
、
恵
那
山
と
い
っ
た
日
本
ア
ル
プ
ス
の

峰
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
確
率
は
低
い

で
す
が
天
候
な
ど
の
好
条
件
と
幸
運
が
重

な
れ
ば
富
士
山
ま
で
も
遠
望
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
端
っ
こ
か
ら
千
里
を
一
望
す

る
に
は
、
や
は
り
目
端（
＝
眼
力
）が
頼

り
に
な
る
で
し
ょ
う
。

■京都─（国道24号線）─橿原
─（国道169号線）─大台ヶ
原ドライブウェイ入り口─
（大台ヶ原ドライブウェイ）─
大台ヶ原
　所要時間：3時間30分 
　約140Km　　
■大阪─（西名阪）─郡山IC─
（国道24号線）─橿原─（国道
169号線）─吉野─川上─大
台ヶ原ドライブウェイ入り口─
（大台ヶ原ドライブウェイ）─大
台ヶ原

　所要時間：3時間30分 
　約140Km

上
北
山
村

●ペットなどの生きた動
植物を持ち込むこと
●野生動物にエサを与え
ること
●野生動物の生息状況に
影響を及ぼす方法で
の、撮影、録音、観察
等を行うこと
●ゴミを放置・廃棄する
こと
●球技などの野外スポー
ツをすること
●たき火、火入れを行う
こと

●大きな音や強い光を発
すること（花火、拡声器
など）

●網、竿その他動植物の
捕獲及び採取のための
道具を持ち込むこと

●生きている動物、植物
はもちろん、枯れ枝や
落ちている葉も採取し
てはいけません。

●植生保護のため、歩道
以外の場所には立ち入
らないでください。

奈良市

橿原市

吉野町

2525

24

24

24

165

169

169

169

第二阪奈道

名阪
国道

郡山IC

至 京都

至 熊野

至 和歌山

至 

大
阪

至 大阪

至 名張

至 上野

京
奈
和
道

西名
阪道

大台ヶ原
ドライブウェイ
大台ヶ原
ドライブウェイ

40

正木ヶ原

大
台
ヶ
原

11



　英
国
は
「
階
級
」
の
社
会
だ
と
い
う
。
階

級
が
違
え
ば
言
葉
も
作
法
も
変
わ
る
。
紅
茶

に
ミ
ル
ク
を
入
れ
る
際
の
後
先
ま
で
変
わ
る

と
い
う
の
だ
か
ら
恐
れ
入
る
。
上
流
階
級
と

労
働
者
階
級
の
間
に
位
置
す
る
中
流
階
級（
ミ

ド
ル
・
ク
ラ
ス
）
は
内
部
で
更
に
細
分
化
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
情
は
日
本
人
に
は
何
と

も
難
解
な
の
だ
。
上
流
階
級
同
様
に
「
紳
士
」

　学
生
時
代
に
哲
学
を
学
び
た
い
と
考
え
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
書
店
で
哲
学
の

入
門
書
を
購
入
し
た
が
、
そ
の
内
容
で
さ
え

難
解
で
理
解
す
る
の
は
無
理
だ
っ
た
。
有
名

だ
し
読
ん
で
い
た
ら
か
っ
こ
い
い
か
な
、
と

い
う
不
純
な
理
由
で
ニ
ー
チ
ェ
な
ん
か
も
手

に
取
っ
て
は
み
た
が
、
何
を
書
い
て
い
る
の

か
さ
っ
ぱ
り
で
あ
き
ら
め
た
。

　そ
れ
か
ら
だ
い
ぶ
年
月
は
経
過
し
た
が

時
々
、
哲
学
に
再
度
挑
戦
し
た
い
と
い
う
欲

求
が
起
こ
る
。
そ
ん
な
折
、
仕
事
中
商
品
を

陳
列
し
て
い
る
際
に
見
つ
け
た
の
が
本
書

で
あ
る
。
い
し
い
ひ
さ
い
ち
氏
が
現
代
を

代
表
す
る
思
想
家
の
面
々
を
、
ユ
ー
モ
ア

に
あ
ふ
れ
た
形
で
漫
画
化
。
著
者
の
思
想

家
の
言
葉
を
ギ
ャ
グ
に
し
て
し
ま
う
力
量

は
、
各
著
作
を
相
当
に
読
み
込
ん
で
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。
私
は
有
名
な
フ
レ
ー
ズ

く
ら
い
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
程
度
の
理

解
だ
っ
た
が
、
き
ち
ん
と
注
釈
が
付
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
思
想
家
の
こ
と
や
業
績

を
知
ら
な
く
て
も
楽
し
め
た
。

　哲
学
を
学
び
た
い
が
難
し
す
ぎ
る
と
い

う
、
私
を
含
め
た
多
く
の
人
に
本
書
を
お
す

す
め
し
た
い
。
読
了
し
た
ら
会
話
の
中
で
哲

学
者
の
言
葉
を
使
い
、
知
っ
た
か
ぶ
り
す
る

な
ん
て
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

た
る
「
ア
ッ
パ
ー
・
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
」
と
、

事
務
員
な
ど
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
で
多
く
を

占
め
嘲
笑
さ
れ
な
が
ら
も
「
紳
士
」
た
ら

ん
と
し
た
「
ロ
ウ
ア
ー
・
ミ
ド
ル
・
ク
ラ

ス
」
に
は
大
き
な
溝
が
あ
る
。

　本
書
で
は
そ
の
所
以
に
触
れ
つ
つ
、
文
学

や
映
像
作
品
を
取
り
上
げ
当
時
の
人
々
の
複

雑
な
階
級
意
識
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ

て
い
る
。
日
本
で
有
名
な
作
品
も
多
く
、
意

外
な
と
こ
ろ
に
階
級
意
識
が
ち
り
ば
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
筈
だ
。

　本
書
を
読
ん
で
か
ら
、
是
非
と
も
手
持

ち
の
英
国
小
説
を
再
読
し
て
み
て
ほ
し
い
。

昔
読
み
流
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
思
わ
ぬ

発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

12

「SDGs（エスディージーズ）」とは
Sustainable Development Goals（持
続可能な開発目標）の略称。「貧困をな
くそう」「ジェンダー平等を実現しよう」「気
候変動に具体的な対策を」など17の世
界的目標と169の達成基準を掲げた国
際社会共通の行動計画です。

廃
棄
さ
れ
る
米
か
ら
作
っ
た
紙

「
k
o
m
e
―

k
a
m
i
」

S
D
G
s

奈
良
発

者
な
ど
へ
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
ロ
ス
は
ど
う
し
て
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
廃
棄
さ
れ
る
お
米
を
集

め
て
紙
素
材
に
変
換
し
、
そ
の
売
上
の
一

部
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付
す
る
こ
と
で

応
援
し
て
い
ま
す
。

　
　 
S
D
G
ｓ
と
の
関
連

　廃
棄
さ
れ
る
米
（
期
限

切
れ
の
災
害
用
備
蓄
米
や

屑
米
・
破
砕
米
な
ど
）
を

紙
製
品
と
し
て
再
活
用
す

る
こ
と
で
、
S
D
G
s
を

達
成
す
る
た
め
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

12
「
つ
く
る
責
任
」
の

下
、
循
環
型
社
会
づ
く

り
へ
貢
献
し
ま
す
。

13
製
紙
原
料
で
あ
る
パ
ル

プ（
主
に
木
材
か
ら
つ

く
ら
れ
ま
す
）の
使
用

量
を
削
減
し
ま
す
。

14
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
か

ら
「
k
o
m
e
‐
k
a
m
i
」

に
代
替
す
る
こ
と
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量

削
減
お
よ
び
廃
プ
ラ
削

減
を
促
進
し
ま
す
。

株式会社ペーパル
奈良県奈良市池田町76-7
TEL： 0742-62-6211

　
　 

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
応
援
し
ま
す

　国
内
年
間
の
フ
ー
ド
ロ
ス
は
6
3
4
万

ト
ン
。
自
治
体
や
企
業
は
費
用
を
か
け
て

廃
棄
処
分
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
フ
ー

ド
バ
ン
ク
は
食
材
を
活
用
し
、
生
活
困
窮

開発
企業

啓林堂書店の外さない本棚 https://www.books-keirindo.co.jp/

現代思想の
遭難者たち

〈英国紳士〉の生態学
ことばから暮らしまで

いしいひさいち 著（講談社）新井潤美 著（講談社）

現代思想を笑って学ぶあれは皮肉だったのか・・・
ほろ苦さ漂う英国階級のあれこれ

【
学
園
前
店

　店
長

　澤
田 

健
吉
】

【
生
駒
店

　店
長

　松
井 

典
子
】
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●
堀
内
果

実
園
は
、奈

良
・
吉
野
で

1
9
0
3

年
に
開
墾

さ
れ
、
現

在
は
6
代

目
の
園
主

が
園
地
を

守
っ
て
い

る
歴
史
の
あ
る
果
実
園
で
す
。土
地
づ
く

り
か
ら
商
品
販
売
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う

生
産
体
制
が
あ
り
、梅
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、す

も
も
、か
り
ん
な
ど
を
栽
培
。収
穫
さ
れ
た

旬
の
果
実
な
ど
は
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
ス

イ
ー
ツ
な
ど
に
加
工
さ
れ
、堀
内
果
実
園
が

展
開
す
る
フ
ル
ー
ツ
カ
フ
ェ
で
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
「
堀
内
果
実
園
カ
フ
ェ
」
が

2
0
2
1
年
3
月
19
日
に
東
京
ソ
ラ
マ
チ
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。渋
谷
に
も
堀
内
果
実

園
の
店
舗
が
あ
り
ま
す
が
、カ
フ
ェ
ス
タ
イ

ル
の
店
舗
は
東
京
で
は
ソ
ラ
マ
チ
店
だ
け
。

　
フ
ル
ー
ツ
も
ス
イ
ー
ツ
も
好
き
だ
！
と

い
う
方
に
早
く
も

人
気
が
定
着
。
奈

良
発
の
フ
ル
ー
ツ

カ
フ
ェ
が
お
い
し

い
ビ
タ
ミ
ン
を
届

け
て
い
ま
す
。

　
男
女
と
も
に
ス

イ
ー
ツ
好
き
の
方

は
ぜ
ひ
、チ
ェ
ッ
ク

し
た
い
お
店
で
す
。

　
店
内
で
は
イ
ー

ト
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の

ほ
か
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
や
ジ
ャ
ム
、

お
茶
な
ど
も
販
売

し
て
い
ま
す
。

●
堂
島
川
と
土
佐
堀
川
に
挟
ま
れ
、
緑
豊
か

な
水
辺
の
エ
リ
ア
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

中
之
島
界
隈
。「
国
立
国
際
美
術
館
」や

「
東
洋
陶
磁
美
術
館
」な
ど
の
美
術
館

の
ほ
か
、
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
設

計
の
図
書
館「
こ
ど
も
本
の
森 

中
之

島
」が
２
０
２
０
年
７
月
に
開
館
す
る

な
ど
、
ア
ー
ト
と
文
化
の
拠
点
と
し

て
中
之
島
が
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
２
０
２
２

年
２
月
２
日
に
新
た
に
中
之
島
に
仲

間
入
り
す
る「
大
阪
中
之
島
美
術
館
」。

１
９
９
０
年
に
準
備
室
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
30
年
も
の
月
日
を
か
け
、
国

立
国
際
美
術
館
に
隣
接
す
る
か
た
ち

で
誕
生
し
ま
す
。

　
大
阪
と
世
界
の
近
代
・
現
代
美
術

を
テ
ー
マ
に
、
6
0
０
０
点
を
超
え

る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
。
１
階
に

は
南
北
に
通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き

る「
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ（
遊
歩
道
）」に
面

し
て
、誰
で
も
利
用
で
き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
・

カ
フ
ェ
も
オ
ー
プ
ン
す
る
。
隣
の
国
立
国

際
美
術
館
と
の
間
に
は
ブ
リ
ッ
ジ
も
架
け

ら
れ
る
予
定
で
す
。

　
発
展
し
つ
づ
け
る
中
之
島
の
ア
ー

ト
・
文
化
に
、
今
後
も
注
目
が
集
ま

り
ま
す
。

ど
グ
ロ
ー
ブ

産
業
の
情
報

を
発
信
。
工

房
見
学
ツ

ア
ー
等
も
企

画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
す
べ
て

の
野
球
好
き

の
た
め
に
」。
そ
の
思
い
を
乗
せ
て
、
三
宅

町
の
グ
ロ
ー
ブ
産
業
は
新
世
紀
を
歩
み
始

め
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
を
手
掛
け
る
工
房
は
約
１
０
０

軒
を
数
え
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
に
あ
る

工
房
は
約
20
軒
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
依

頼
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
　
Ｍ
Ｉ
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ｅ
」を
掲
げ
る
三
宅
町
で
は
、
野
球
グ

ロ
ー
ブ
生
産
１
０
０
周
年
事
業
実
行
委
員

会
が
結
成
さ
れ
、
特
設
サ
イ
ト
を
開
く
な

さ
れ
る
三
宅
町
の
野
球
グ
ロ
ー
ブ
生
産

は
、
２
０
２
１
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
戦
後
、
野
球
が
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
人
気
を
博
し
て
い
く
の
に
あ
わ
せ
、
三

宅
町
で
皮
革
加
工
技
術
に
長
け
た
職
人
た

ち
が
グ
ロ
ー
ブ
生
産
に
進
出
。
最
盛
期
に

は
、
大
手
ブ
ラ
ン
ド
の
受
注
生
産
や
自
社

●
長
嶋
茂
雄
、
王
貞
治
ら
を
擁
し
た
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ（
巨
人
）が
プ
ロ
野
球
日
本

シ
リ
ー
ズ
を
８
連
覇
し
た
１
９
７
２
年
、

奈
良
県
で
生
産
さ
れ
た
野
球
グ
ロ
ー
ブ
は

全
国
シ
ェ
ア

90
％
に
達
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
半
世
紀

前
、
坂
下
徳

治
郎
氏
ら
が

１
９
２
１
年

に
始
め
た
と

奈
良
県
・
吉
野
発
祥
「
堀
内
果
実
園
カ
フ
ェ
」

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
ソ
ラ
マ
チ
店
オ
ー
プ
ン
！

奈  

良
三
宅
町
野
球
グ
ロ
ー
ブ
生
産
１
０
０
周
年

大  阪 芸術文化の拠点・中之島に
次世代を担う美術館が誕生 ！

О
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

東  

京
TOKYO

NARA

大正時代初めに製作された野球グローブ。
同じく１００年前のキャッチャーミットとともに、町役
場隣接のＭｉｉMｏに展示されています。

２０２０年、奈良県高等学校夏季野球大会、夏季奈良県
高等学校軟式野球大会の出場校に寄贈されたグローブと
ミット。

内部は複雑な吹き抜け構造。館内は５階建て
となっており、１～２階はさまざまな人が自由
に行き来することが想定されている。

店外のショーケースとメニューの写真がとても食欲をそそります。

店員さんのオススメがこちらのフルーツサンドです。

黒いキューブ型の外観は今までの美術館像を覆す斬新なデザイン。中
之島全体のバランスも考慮して設計されている。

大阪中之島美術館
大阪府大阪市北区中之島4-3-1
TEL：06-6479-0550
2022年２月２日オープン予定

堀内果実園  ソラマチ店
東京都墨田区押上1丁目1-2 
東京スカイツリータウン･ソラマチ 
イーストヤード 1F 12番地 
押上駅B3出口から徒歩約2分
TEL：03-6558-8588
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悠
久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す

本誌は、「FSCⓇミックス認証紙」を
使用しています。

三宅町野球グローブ生産100周年


